
 

◆神経内科とはどんな病気を扱うのか 

神経内科は脳や脊髄、神経、筋肉の病気をみる内科です。動脈硬化、糖尿病、高

血圧、脳梗塞・脳出血が心配な方、また、下記症状が気になる方はご相談下さい。  

当院では、自治医科大学・神経内科専門医による診察を行っております。最新の

ＭＲＩを用いた精密な検査、治療が可能です。その上で骨や関節の病気がしびれや麻

痺の原因なら整形外科、手術などが必要なときは脳神経外科など、疾患別・症状別

にご紹介します。また、感じることの中には見たり聞いたりする能力も含まれますが、

眼科や耳鼻科の病気の場合もあります。 
 

◆よくある症状 
「頭の痛み（頭痛）」  

 頭痛は皆さん一度は経験があるかもしれませんが、繰り返しおこる頭痛や、急に激しくおこる頭痛

など頭痛にもいろいろあります。緊急を要するものと、そうでもないものがありますのでご相談くださ

い。 

 

「ものわすれ」  

 年をとるとだれでもものわすれをしますが、特に同年代の方に比べてものわすれが多い方は受診を

お勧めします。ものわすれの原因にもアルツハイマー病から脳梗塞までいろいろとあり、中には治療

法があるものわすれもあります。 

 

「しびれ」  

 しびれという言葉はいろいろな意味で使われます。びりびりする、ぴりぴりする、触ってもよくわから

ない、温度がわからない、冷えるなど色々なときにしびれと表現されます。中には手足が動きにくい

ことをしびれと表現される方もおられますが、この場合は脱力（運動の障害）と考えたほうがよいでし

ょう。 

 原因もいろいろ考えられます。しびれというのは感覚の障害ですが、まず、感覚に関わる神経のど

の部分が悪くて症状が出ているのかを見つける必要があります。例えば脳梗塞や脳腫瘍でもしびれ

が出ることがありますし、背骨に変形があるときや手足の先にいく神経がいたんでもしびれます。ど

こが悪いかがわかれば、原因や治療法もわかりやすくなります。 

 

「めまい」  

 めまいにもいろいろなめまいがあります。ふらふらする、見ている景色がぐるぐるまわる、後ろにひ

かれるよう、血の気がひくよう、ふわふわするなどいろいろな症状がめまいとして表現されます。めま

いの原因もいろいろあり、耳の奥の内耳の異常が原因のめまいもあれば、脳梗塞や脳腫瘍など脳

自体からくるめまいもあります。 

 

「かってに手足や体が動いてしまう、ふるえ（丌随意運動）」  

 勝手に手足や体が動いてしまい、自分では止められないことがあります。いろいろな動き方があり、

種類によって原因も違います。また手のふるえはよくみられる症状ですが、中にはパーキンソン病の

始まりであることもあります。 



「うまく力がはいらない（脱力）」  

 手に力が入らない、足に力が入らないなどの症状があると上手にはしを使えなかったり、ものを持

っても落としてしまったり、歩きにくくなったりします。特に、急に体の片側の手足（例えば右の手足な

ど）が同時に動きにくくなったり、顔つきがかわったり、ろれつがまわらないときなどは脳卒中の可能

性があるので、なるべく早く受診されるようお勧めします。早いほど治療が早くはじめられ、後遺症が

少なくてすみます。また、脳だけでなく、脊髄や手足の先にいく神経がいたんでも力が入らないこと

があります。 

 

「歩きにくい、ふらつき、つっぱり」  

めまいや脱力のため歩きにくくなる他に、力は入るのに歩きにくいときもあります。バランスが悪くて

歩くとふらふらしてしまうときやあしがつっぱってしまって上手く歩けないときなどです。なにが悪くて

歩きにくいのかをみつけることが肝心です。 

 

「むせ」  

 お年をとると、ものを食べたり、飲んだりしたときに少し気管に入ってしまい、むせてしばらくせきが

とまらないことがあります。このようなむせがよくあるような場合は、のどの動きが悪くなっている可能

性があり、脳梗塞や、筋肉、神経の病気がないか調べる必要があります。 

 

「しゃべりにくい、ろれつがまわらない」  

 舌の動きが悪くなるとろれつがまわらなくなります。また、唇の動きが悪くてもしゃべりにくくなります。

なかには、頭で考えてわかっているのに言葉にしようと思うとでてこないという場合もあります。まず、

どこが悪くてしゃべりにくいのかを見極める必要があります。 

 

「ひきつけ、けいれん」  

 手足をつっぱり倒れて泡を吹くてんかんが有名ですが、もっと軽いものもあります。筋肉がぴくぴく

するようなけいれんもありますし、あしがつるというようなけいれんもあります。てんかんや筋肉の病

気、神経の病気などいろいろな原因が考えられます。 

 

「ものが二重にみえる（複視）」  

 片目ではぼやけないが、両目で見るとものがぼやけて見えたり二重に見えるときは視力自体の問

題ではなく、眼球を動かす筋肉や神経がいたんでいる可能性があります。 

   

「意識障害」  

 なんとなくはっきりしない、すぐに寝てしまい起こしてもなかなか起きないなどの症状が急に起こっ

たときは意識障害が疑われます。原因は脳の病気から、その他の病気までいろいろありえます。緊

急を要する時もありますので、なるべく早く受診されるようお勧めします。 
 

 

◆ＭＲＩ料金 （結果説明日にお支払いとなります） 

 検査・診断料（薬代等は別途） 

   保険１割の方    約１，６００～１，８００円 

   保険３割の方    約５，０００～６，０００円 

 


